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［今月の表紙］

久留米市と郡山市が姉妹都市になって今年で50
年。明治初期の安積開拓から始まった両市のつな
がりは今後も続きます。久留米市の原口市長と郡
山市の椎根市長がお互いの市への思いを語りまし
た。（関連記事は８ページに）

交流を続けて50年
特集  今年も水の祭典
04 第366回　筑後川花火大会
０６ ７月は同和問題啓発強調月間
08 久留米と郡山　姉妹都市締結50周年
09 7月20日は参議院議員通常選挙
12 宮ノ陣西駐輪場の供用開始

久留米市長久留米市長
原口新五原口新五

郡山市長郡山市長
椎根健雄椎根健雄



〝久留米の夏〟到来。
今年もいよいよ水の祭典の季節です。久留米のまちが熱気に包 まれる2日間。
明治通りなどを会場に、元気いっぱいのパフォーマンスや思い思 いの踊りで「久留米の夏」を出迎えます
㉄くるめ水の祭典振興会事務局（久留米観光コンベンション国際 交流協会内、☎0942･31･1717、FAX0942･31･3210）

本祭
明治通りでのマーチングや
ストリートパフォーマンス、
そろばん総踊りなどで街中
が活気づき、にぎわいます

13時～13時～
　　20時40分　　20時40分

久留米青年会議所による「河
か っ ぱ

童山車久留米九千坊」や自衛隊の「高
た か む

牟
禮
れ

祝山車」など迫力のある山車が登場。祭りの始まりを盛り上げます

１３時～13時15分◆オープニングセレモニー

マーチングバンドや校区のみこしなどが、明治通りをパレード。六角堂
広場など４会場では、ダンスなどが披露されます。江戸時代の火消しを
再現した市消防団による有馬火消し行列隊も必見です

◆パワーストリート １３時～16時30分

筑後地区や佐賀から集結した和太鼓チームによる響演会。
暑さに負けない力強い太鼓の音が響きます

◆太鼓響演会 16時30分～17時30分

地域や職場、気の合う仲間で結成された「踊り連」が明治通りを埋め尽くします。
「踊りまくりコンテスト」グランプリを狙う思い思いの踊りで、祭りの熱気は最高潮に

◆一万人のそろばん総踊り 18時30分～20時20分

有馬火消しはしご隊が伝統の技を披露。高さ約８ｍのはしご上で繰
り出される技は、息を飲む迫力です

◆有馬火消しの祭典 20時20分～20時30分

色とりどりのウオーターカーテン「音と水の競演・ウオーターイルミ
ネーション」で本祭を締めくくります

◆本祭ファイナル 20時30分～20時40分

８８
44（月）（月）
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８月４日㈪は
交通規制をします

会場周辺で交通規制がされます。時間帯によって、車両通
行止めになる箇所があるので、注意してください。
規制は変わることがあります。当日は誘導に従ってください

華やかなパフォーマンスが祭りの
オープニングを飾ります

〝久留米の夏〟到来。

車両通行止め

救護所案内
熱中症対策のため、小まめに水分補
給をしてください。頭痛や吐き気な
ど体調が悪くなったら、近くの救護
所に声を掛けてください

第 54 回水の祭典久留米まつり開催

前夜祭
久留米シティプラザ六角堂広場を舞台に、本
祭に出場するパフォーマーたちが歌やダンス
を披露。豪華賞品が当たる抽選会も。
気分も高まり、いよいよ祭りの幕開けです

14時～14時～
　　20時30分　　20時30分

今年もいよいよ水の祭典の季節です。久留米のまちが熱気に包 まれる2日間。
明治通りなどを会場に、元気いっぱいのパフォーマンスや思い思 いの踊りで「久留米の夏」を出迎えます
㉄くるめ水の祭典振興会事務局（久留米観光コンベンション国際 交流協会内、☎0942･31･1717、FAX0942･31･3210）

８８
33（日）（日）

…13時から17時まで …終日

13時から22時まで
車両通行止め…

17時から22時まで
車両通行止め…

13時から22時まで
車両の進入制限あり…
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第
３
６
６
回
筑
後
川
花
火
大
会
が
、

８
月
５
日
㈫
に
筑
後
川
河
川
敷
で
開

催
さ
れ
ま
す
。混
雑
を
緩
和
す
る
た

め
、
打
ち
上
げ
時
間
を
10
分
短
縮
し

て
い
ま
す
。

　
慶
安
３（
１
６
５
０
）年
の
水
天
宮
落

成
祝
賀
を
始
ま
り
と
し
、
３
７
０
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
大
会
。
西
日
本
最
大

級
の
約
１
万
５
０
０
０
発
の
花
火
を
打

ち
上
げ
ま
す
。

■

日
時 

８
月
５
日
㈫
19
時
40
分
～
20
時

40
分
。
大
雨
や
強
風
な
ど
の
場
合
は
、

７
日
㈭
に
延
期

■

篠
山
会
場 

久
留
米
城
跡
下
河
川
敷

�

■

京
町
会
場 

水
天
宮
、
同
宮
下
河
川
敷

な
ど
６
会
場

　

各
会
場
で
入
退
場
を
規
制
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。会
場
周
辺
で
交
通
規
制
も

第
３
６
６
回

筑
後
川
花
火
大
会

開催日時

19時40分

20時40分
～

月 日㈫８ ５

※安全確保のため、交通規制を変更する場合があります。
　現地の指示に従ってください

シャトルバスの臨時便を運行
西鉄久留米駅から市役所間で、有料シャトルバスを運行し
ます。運行時間は16 時～22時 (予定）。料金は片道210 円
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　                                    凡       例
18:30 ～ 22:00  会場・打ち上げ場所周辺、小森野橋北

車両通行禁止 18:30 ～ 22:30  JR久留米駅東ロータリー～ 縄手交差点

18:30 ～ 22:00  久留米市役所駐車場北側及び南側
 JR 久留米駅西、水天宮入口

18:30 ～ 22:30  JR 久留米駅東ロータリー

全面通行止 18:30 ～ 22:00  小森野橋、長門石橋下流側歩道、
 京町会場南北堤防道路

 交通規制エリア 18:30 ～ 22:00  篠山・京町会場周辺

18:30 ～ 22:00  通行時に通行標章の提示が必要
 特に交通渋滞が予想される道路

違法駐車は厳禁
会場周辺に駐車場はありません。路上駐車や周辺店舗などへの無断駐車は
絶対にやめてください。西鉄久留米駅から市役所間にシャトルバ ス
(有料）が 出ます。公共交通機関を利用してください

ドローンは飛ばせません
会場と交通規制を行っている場所でドローンなどを飛ばす行為は、安全管理
のため禁止しています

ペットの同伴はできません
盲導犬などの補助犬を除き、ペットを連れて入場することはできません

誰もが安心して楽しめる
会場だけでなく、自宅でも花火を楽しめるよう、Y

ユ ー チ ュ ー ブ
outube でライ

ブ配信する予定です。視聴先は市ホームページを確認してください

実
施
。当
日
は
誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
ナ
ー
が
大
会
を
守
る

　
大
会
の
継
続
に
は
、
地
域
の
理
解
や

協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
近
隣
住
民
に

迷
惑
を
か
け
る
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

■

交
通
ル
ー
ル
を
守
る

・�

車
道
を
歩
い
た
り
、違
法
駐
車
を
し
た

り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

■

観
覧
は
決
め
ら
れ
た
場
所
で

・�

通
路
で
立
ち
止
ま
っ
て
見
た
り
、
立
ち
入　
　

り
禁
止
区
域
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

・�

河
川
敷
の
場
所
取
り
は
、８
月
５
日
㈫

か
ら
。
そ
れ
よ
り
前
の
場
所
取
り
や
安

全
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
、
実
行
委
員

会
が
撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

■

ご
み
は
持
ち
帰
る

・�

ご
み
袋
を
持
参
し
、
必
ず
持
ち
帰
っ
て　

く
だ
さ
い

・��

会
場
内
は
禁
煙
。
各
会
場
に
設
置
し
て

い
る
喫
煙
所
で
喫
煙
し
て
く
だ
さ
い

問
筑
後
川
花
火
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
水
天
宮
内
、☎
０
９
４
２
・
３
２
・
３
２

０
７
、
℻
０
９
４
２
・
３
２
・
３
１
７
１
）

車
い
す
で
介
助
者
と
一
緒
に
入

れ
る
仮
設
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す

鑑
賞
マ
ナ
ー
を
確
認

篠山会場に障害者観覧席を設けます。
いすや車いす、ブルーシートを敷いた席
を用意。申し込み不要です。利用の際は、
障害者手帳を提示してください。専用
駐車場に限りがあるため、入場できな
い場合があります
問筑後川花火大会をみんなで見る会
(☎090･4779･4862、℻0942･35・4511）

花火大会会場と交通規制図

NGNG

NGNG

NGNG

歩行者用道路

※ 6 月23 日時点で作成しています

動画
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７
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で

す
。
50
年
前
の
昭
和
50
（
１
９
７
５
）

年
に
「
部
落
地
名
総
鑑
購
入
事
件
」
が

発
覚
し
ま
し
た
。
全
国
の
同
和
地
区
の

所
在
地
を
記
し
た
９
種
類
の
差
別
図
書

を
企
業
な
ど
２
２
０
余
り
の
団
体
が
購

入
。
採
用
に
あ
た
っ
て
同
和
地
区
の
人

を
排
除
す
る
た
め
に
利
用
し
て
い
ま
し

た
。
企
業
の
差
別
体
質
が
厳
し
く
問
わ

れ
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
同
和
問
題
解

決
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
む
企
業
が

全
国
で
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
久
留
米

地
区
で
も
久
留
米
市
、
う
き
は
市
、
大

川
市
、
大
木
町
、
大
刀
洗
町
の
企
業
約

２
０
０
社
が
参
加
す
る
「
久
留
米
地
区

企
業
内
同
和
問
題
研
修
推
進
委
員
会
」

を
設
立
。
公
正
な
採
用
選
考
体
制
の
確

立
や
企
業
内
研
修
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
福
岡
地
区
の
企
業
で
構
成
す
る
「
福

岡
市
企
業
同
和
問
題
推
進
協
議
会
」
の

メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
西
日
本
鉄
道
株
式

会
社
（
以
下
、
西
鉄
）
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
・
人
権
推
進
課
の
吉
田
真
己

さ
ん
と
海
口
一
義
さ
ん
に
、
企
業
活
動

と
人
権
問
題
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い

　

私
た
ち
西
鉄
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和

58
（
１
９
８
３
）
年
に
「
同
和
問
題
推

進
委
員
会
」（
現
在
の
人
権
・
同
和
問

題
推
進
委
員
会
）
を
設
立
。
長
年
に
わ

た
り
、
グ
ル
ー
プ
企
業
全
体
で
同
和
問

題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年

に
土
地
差
別
事
件
を
起
こ
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
内
の
不
動
産
会
社

の
社
員
が
、
土
地
の
売
買
の
た
め
に
同

和
地
区
の
有
無
を
調
べ
た
の
で
す
。

　

売
り
上
げ
の
た
め
に
と
、
よ
か
れ
と

思
っ
て
し
た
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
企

業
と
し
て
恥
ず
べ
き
こ
と
。
事
件
後
、

「
常
に
人
権
に
対
す
る
真し

ん
し摯
な
態
度
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
改
め
て
社

員
一
人
一
人
の
人
権
意
識
の
高
揚
と
啓

発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

社
内
研
修
を
繰
り
返
し
行
い
、
差
別

落
書
き
な
ど
人
権
問
題
が
起
こ
っ
た
と

き
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
ま
し

た
。
も
し
、
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
も
「
差
別
に
つ

な
が
る
質
問
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
」

７
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

と
毅き

ぜ
ん然
と
対
応
。
過
ち
を
繰
り
返
さ
な

い
よ
う
徹
底
し
て
い
ま
す
。

利
益
と
人
権
尊
重
は
両
立
す
る

　

企
業
が
自
社
の
利
益
を
追
求
す
る
の

正
し
い
理
解
と
認
識
を
広
め
る

2025.7　広報 久留米 6



■ 期間 ７月１日㈫から30日㈬までの�９時30分～17時
■ 会場 �えーるピア久留米

同和問題啓発強調月間
特別パネル展

西
鉄
グ
ル
ー
プ
で
行
わ
れ
て
い
る
研
修
。

経
営
幹
部
を
含
め
、
２
万
人
近
く
の
社
員
が
毎

年
受
講
し
て
い
ま
す

グループ企業内での研修推進の
ほか、学校や地域での講演会や
啓発活動に携わる

西日本鉄道株式会社
コンプライアンス・人権推進課

係長　海口一義さん（左）
課長　吉田真己さん（右）

に
影
響
を
受
け
や
す
く
、
そ
の
後
の
人

権
意
識
を
左
右
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
社

内
研
修
で
改
め
て
正
し
い
知
識
を
得

て
、
子
ど
も
や
孫
に
し
っ
か
り
伝
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
社
員
み
ん
な
が

「
差
別
は
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う
認
識

を
持
つ
こ
と
が
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

第
一
歩
で
す
。

学
び
続
け
る
こ
と
が
大
切

　

現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
も

あ
り
、
人
権
教
育
の
重
要
性
が
さ
ら
に

増
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

便
利
な
も
の
で
す
が
、
誤
っ
た
情
報
が

さ
も
正
し
い
こ
と
か
の
よ
う
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
。
正
し
い
知
識
が
な

け
れ
ば
、
そ
ん
な
誤
っ
た
情
報
を
見
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
学
び
が
重
要
で
す
。

　

ま
ず
は
、学
校
や
職
場
、家
庭
で
み
ん

な
が
正
し
い
知
識
を
学
び
続
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
。
み
ん
な
が
正
し
い
知
識

を
持
つ
こ
と
が
、
差
別
を
な
く
す
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
す
。

問
人
権
・
同
和
対
策
課
（
☎
０
９
４
２
・

３
０・９
０
４
５
、
FAX
０
９
４
２・３
０・

９
７
０
３
）

同和問題啓発強調月間に合わせ、パネル展「今、部
落差別を考える」を開催します。

㉄人権啓発センター
　（☎0942・30・７５００、FAX0942・30・７５０1）

は
当
然
の
こ
と
。
し
か
し
、
そ
の
た
め

に
人
権
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

人
権
よ
り
利
益
を
優
先
す
れ
ば
、
一

時
的
に
は
利
益
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
差
別
を
し
な
い
、

人
権
問
題
に
真
剣
に
向
き
合
う
姿
勢
は

多
く
の
顧
客
の
信
頼
を
得
て
い
く
。
最

後
は
そ
ん
な
企
業
が
残
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
利
益
追
求
と

人
権
尊
重
は
両
立
す
る
と
私
た
ち
は
信

じ
て
い
ま
す
。

正
し
い
人
権
意
識
を
伝
え
る

　

社
内
研
修
を
強
化
す
る
の
は
、
他
に

も
目
的
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
社
員

を
通
じ
て
、
家
庭
や
地
域
に
正
し
い
理

解
と
認
識
を
広
め
る
こ
と
。

　

人
権
問
題
を
初
め
て
知
っ
た
き
っ
か

け
が
「
学
校
」
と
い
う
人
が
多
数
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
な
か
に
は
、「
家
族
・

親
戚
」
と
い
う
人
も
。
残
念
な
が
ら
、

そ
こ
で
間
違
っ
た
知
識
や
偏
見
を
刷
り

込
ま
れ
て
し
ま
う
人
が
少
な
か
ら
ず
い

ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
親
な
ど
家
族
か
ら
の
話
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シリーズ

久留米と郡山
姉妹都市50周年・これまでとこれから④

これからも続くつながり

昭和50（1975）年8月3日、水の祭典の日に姉妹都市
締結調印式が行われました。会場となった明治通り
六ツ門交差点の特設ステージで当時の両市長が、がっ

ちりと握手を交わしました。それから50年。原口市
長と椎根市長がお互いの市への思いを語りました。
これからも２つの市のつながりは続きます。

令和７年は久留米市と福島県郡山市が姉妹都市締結して 50 周年。
両市の交流の軌跡を４回シリーズで紹介。今回が最終回です。
㉄総務課（☎ 0942･30･9052、FAX 0942･30･9706）

50周年記念プレゼントクイズ

安積開拓のために郡山市に移り住
んだ旧久留米藩士。心のよりどこ
ろとしてつくったものは、ア～ウ
のどれでしょう。

KORIYAMA

KURUME

久留米市の皆様には、明治 11年に久留米藩士が入植されて以来、
約 150年もの間、安

あ さ か

積開拓を始めとする郡山市の発展に多大なる
ご貢献を賜りました。
　その歴史的ご縁により、東日本大震災時にも多大なるご支援を
いただきましたこと、改めて深く感謝申し上げます。
　姉妹都市提携 50周年を機に、両市の絆がより一層深まること
を願っております。

郡山市から久留米市へ

久留米市長・原口新五久留米市から郡山市へ
両市はこれまで、市民の皆さんや職員間など、多岐にわたる交流
を行い、深い絆を築いてきました。
　このような絆のもと、当市にて災害が発生するたびに、郡山市
の皆様から温かいご支援をいただき、心より感謝の意を表します。
　節目の年を迎え、先人達が紡いだ絆を改めて大切にするととも
に、両市の更なる交流と発展を念願しております。

ア 水天宮　イ つつじ公園　ウ くるっぱのおうち

【対象】久留米市在住の人
【申込締切】７月31日㈭（必着）
【申込方法】答え、住所、氏名、電話番号、郡
山市の皆さんへメッセージを書いて、はがき、
電子申請で応募。なお、当選者の発表は発送
をもって代えさせていただきます
申）�����総務部総務課
�　 �〒830･8520住所記入不要

姉妹都市締結 50周年を記念して、郡山市に関するクイ
ズに正解した人の中から、抽選で 50人に郡山市の特産
品をプレゼントします

郡山市長・椎
し い ね た け お

根健雄

KURUME

KORIYAMA
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投
票
は
、
市
内
59
カ
所
の
投
票
所
で

実
施
。
投
票
所
を
記
載
し
た
投
票
所
入

場
券
を
7
月
2
日
㈬
ま
で
に
郵
送
し
ま

す
。
入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
人
や
紛

失
し
た
人
も
投
票
で
き
ま
す
。
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
を
投
票
所
に
持
っ
て

来
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
当
日
に
用
事
な
ど
で
投
票
で
き

な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

障
害
な
ど
が
あ
り
、
１
人
で
投
票
で

き
な
い
人
や
投
票
所
に
行
け
な
い
人

は
、
代
理
投
票
や
点
字
投
票
、
郵
便
投

票
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

第 27 回参議院議員通常選挙

選挙の主役は
わたしたち
7 月 28 日㈪で参議院議員の任期が満了することに伴い、参議院議員
通常選挙が行われます。必ず投票に行きましょう。
㉄選挙管理委員会（☎ 0942･30･9238、FAX 0942･30･9752）

■ 投票所が変わります

会場 日時
本庁舎２階くるみホール  7/4 ㈮ ～ 19 ㈯

 8:30 ～ 20:00各総合支所

 ゆめタウン久留米１階
 ウエストコート北側特設会場

 7/12 ㈯～ 14 ㈪
 9:30 ～ 18:00

 久留米大学御井キャンパス
 御井本館２階
 ラーニングコモンズ B・C

 7/16 ㈬
 10:00 ～ 17:00

投票日は

７ 20月 日㈰
７時～20時

次の投票区は、前回の選挙と投票所が変わります

■ 期日前投票の会場と日時
地域指定はないので、どの投票所でも投票できます

圧着はがきは切り取って持参してください

自
分
の
投
票
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

投票区 新しい投票所

 西国分第１
 えーるピア久留米 2 階
 市民ギャラリー

 善導寺
 耳納市民センター多目的棟
 多目的ホール

 青峰  旧青峰小学校職員室

 犬塚  犬塚校区コミュニティセンター

選挙事務

投票所入場券在中
参議院議員通常選挙

下記の方の入場券が入っ
ています。中を開いて切り

離してお持ちください。

世 

帯 

主

こ
こ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

濡
れ
て
い
る
場
合
は
乾
い
て
か
ら
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

料金別納
郵　便

参議院議員通常選挙
投票所入場券

参議院議員通常選挙
投票所入場券

投
票
日
投
票
所

番
　
号

氏
　
名

月　　　日（日）午
前　 時から午後　 時まで

投
票
日
投
票
所

番
　
号

氏
　
名

月　　　日（日）午
前　 時から午後　 時まで

おもて

おもてから

うら

うらから

ハガキの開き方

住
　
所

差出人：〒830-8520  
久留米市城南町15番

地3  久留米市選挙管
理委員会

期日前投票宣誓書

私は、選挙当日、
上記のいずれかの

事由に該当の見込
みであり、

真実であることを
誓います。

私は、選挙当日、
上記のいずれかの

事由に該当の見込
みであり、

真実であることを
誓います。

住
　
所

期日前投票宣誓書

照
　
合 選挙区 比例代表

照
　
合 選挙区 比例代表

7 7 820
7 7 820

04303782 久留米
市役所-参議院選入

場券（通常用）　表
　25/06/10.　TN

L　（IllustratorCC）
30%

弊社担当印

年　　月　　日
年　　月　　日

年　　月　　日

校了印 責了印

年　　月　　日プリプレス印
年　　月　　日プリプレス

責任者印

選挙事務

投票所入場券在中

参議院議員通常選挙

下記の方の入場券が入っています。中を開いて切り離してお持ちください。

世 

帯 

主

こ
こ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

濡
れ
て
い
る
場
合
は
乾
い
て
か
ら
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

料金別納
郵　便

参議院議員通常選挙 投票所入場券 参議院議員通常選挙 投票所入場券

投
票
日
投
票
所

番
　
号

氏
　
名

月　　　日（日）午前　 時から午後　 時まで 投
票
日
投
票
所

番
　
号

氏
　
名

月　　　日（日）午前　 時から午後　 時まで

おもて

おもてから

うら

うらから

ハガキの開き方

住
　
所

差出人：〒830-8520  久留米市城南町15番地3  久留米市選挙管理委員会

期日前投票宣誓書

私は、選挙当日、上記のいずれかの事由に該当の見込みであり、
真実であることを誓います。

私は、選挙当日、上記のいずれかの事由に該当の見込みであり、
真実であることを誓います。

住
　
所

期日前投票宣誓書

照
　
合 選挙区 比例代表 照

　
合 選挙区 比例代表

7 7 8
20

7 7 8
20

04303782 久留米市役所-参議院選入場券（通常用）　表　25/06/10.　TNL　（IllustratorCC）
30%

弊社担当印年　　月　　日 年　　月　　日 年　　月　　日

校了印 責了印
年　　月　　日

プリプレス印

年　　月　　日

プリプレス責任者印

選挙に関する Q ＆ A
Q　選挙公報はいつ届きますか？
候補者の氏名、政見、写真などを記載し　 
た選挙公報を 7月 10 日㈭から 18 日㈮
までに各戸に配布します。
　本庁舎 2階くるみホール、各総合支
所や各市民センターなどにも用意。市の
ホームページでも見ることができます。 

A
令和 7年 4月２日までに久留米市へ転入
届を提出した人は久留米市で投票できま
す。4月 3日以降の場合は、転入前の市
区町村で投票するか、不在者投票制度が
利用できます。

Q　市外から引っ越して来ました。
　　久留米市で投票できますか？
A
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戦没者などの遺族に対する特別弔慰金が５年おきに国から支給されます。
詳しくは市ホームページか問い合わせ先、各総合支所に確認してください。
問生活支援第1課（☎0942･30･9023、FAX 0942･30･9710）

 本庁舎地下1階・生活支援第1課
 小森野  7月8日㈫   南薫  7月29日㈫、8月20日㈬ 
 長門石  7月9日㈬   合川  7月30日㈬、8月21日㈭、9月9日㈫

 篠山  7月10日㈭   高良内  7月31日㈭、8月22日㈮
 9月10日㈬、24日㈬

 大橋  7月11日㈮   青峰  7月31日㈭、8月22日㈮
 9月10日㈬、24日㈬

 草野  7月14日㈪   御井  8月1日㈮、25日㈪、9月11日㈭
 日吉  7月15日㈫   宮ノ陣  8月4日㈪、26日㈫
 荘島  7月16日㈬   金丸  8月5日㈫、27日㈬
 山川  7月17日㈭   西国分  8月6日㈬、28日㈭、9月12日㈮
 山本  7月18日㈮   津福  8月7日㈭、29日㈮、9月16日㈫、25日㈭
 大善寺  7月22日㈫   南  8月8日㈮、9月1日㈪、17日㈬
 安武  7月23日㈬、8月15日㈮、9月4日㈭   東国分  8月12日㈫
 京町  7月24日㈭   上津  8月13日㈬、9月2日㈫、18日㈭、26日㈮

 鳥飼  7月25日㈮、8月18日㈪
 9月5日㈮、22日㈪   荒木  8月14日㈭、9月3日㈬、19日㈮

 29日㈪、30日㈫
 善導寺  7月28日㈪、8月19日㈫、9月8日㈪

 城島総合支所 市民福祉課
 ☎0942･62･2112、ＦＡＸ  0942･62･3732
  江上  7月14日㈪、15日㈫
  青木  7月16日㈬、17日㈭
  城島  7月18日㈮、22日㈫～24日㈭
  下 田  7月18日㈮、22日㈫～24日㈭
  浮島  7月18日㈮、22日㈫～24日㈭

 三潴総合支所 市民福祉課
 ☎0942･64･2313、ＦＡＸ 0942･65･0957
  犬塚  7月14日㈪～16日㈬
  三潴  7月17日㈭、18日㈮、22日㈫
  西牟田  7月23日㈬、24日㈭

 北野総合支所 市民福祉課
 ☎0942･78･3552、ＦＡＸ  0942･78･6482
  北野  7月25日㈮、28日㈪
  弓削  7月29日㈫
  金島  7月30日㈬
  大城  7月31日㈭

 田主丸総合支所 市民福祉課
 ☎0943･72･2112、ＦＡＸ  0943･73･２２８８
  川会  8月1日㈮
  船越  8月4日㈪
  竹野  8月5日㈫
  水分  8月6日㈬
  水縄  8月7日㈭
  柴刈  8月8日㈮
  田主丸  8月12日㈫～15日㈮、18日㈪

戦没者等遺族の代表者に弔慰金を支給

受
付
会
場
混
雑
緩
和
の
た
め
、
校
区
ご
と
に
日
程
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
受
付
時
間
は

9
時
か
ら
17
時
ま
で
。こ
の
日
程
以
外
も
各
窓
口
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

■支給対象者
令和７年 4 月 1 日に、「恩給法による公務扶助料」
や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」
などを受け取る遺族がいない場合、次の順位で遺
族1人に額面 27 万５千円、毎年 5 万 5 千円の記名
国債が支給されます。
  郵便での手続きを希望する場合は、問い合わせ先
に相談してください。

■支給の順位　
　1４月 1 日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法に　
　　よる弔慰金の受給権を取得した人
　2戦没者などの子
　3戦没者などの父母、孫、祖父母、兄弟姉妹
　4　1から3以外の戦没者等の三親等以内の親族
■請求期限　    令和10年3月 31日㈮
■必要な書類　請求書、現況申立書、戸籍関係書類な　
　　　　　　 　ど。 運転免許証など本人確認できるもの特設窓口専用番号

☎ 0 9 4 2･3 0･9 3 2 6（9月30日㈫まで）
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国
民
健
康
保
険･

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

７
月
31
日
㈭
で
、
現
在
使
用
し
て
い

る
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
健
康
保
険
証
や
資
格
確
認
書
は

使
え
な
く
な
り
ま
す
。
８
月
か
ら
の
受

診
は
保
険
証
の
利
用
登
録
を
し
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド(

マ
イ
ナ
保
険
証)

か
、

資
格
確
認
書
が
必
要
で
す
。
新
し
い
資

格
確
認
書
な
ど
は
７
月
下
旬
ま
で
に
交

付
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
問

い
合
わ
せ
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人
に

は
「
①
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
、

持
っ
て
い
な
い
人
に
は
「
②
資
格
確
認

書
」
を
交
付
し
ま
す
。

①�

資
格
情
報
の
お
知
ら
せ　
マ
イ
ナ
保

険
証
で
資
格
確
認
が
で
き
な
い
場
合

に
使
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
と

セ
ッ
ト
で
提
示
し
て
受
診
。
紙
に
印

８
月
に
資
格
確
認
書
を
一
斉
更
新

刷
さ
れ
て
い
て
、
一
部
を
切
り
取
っ

て
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②�

資
格
確
認
書　
新
し
い
資
格
確
認
書

は
桃
色
で
す
。
以
前
の
健
康
保
険
証

と
同
様
に
受
診
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
で
自
己
負
担
額
が
確

認
で
き
る
の
で
、
限
度
額
適
用
認
定
証

は
不
要
に
な
り
ま
す
。
資
格
確
認
書
の

人
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
申
請
に

基
づ
き
交
付
し
ま
す
。

　

過
去
１
年
間
に
91
日
以
上
の
入
院
を

し
た
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
手
続
き
す

る
と
食
事
代
が
さ
ら
に
減
額
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
人
全
員
に
、
紫
色
の
資
格
確
認
書

を
交
付
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
っ
て
い
る
人
に
も
交
付
。

　

昨
年
12
月
２
日
か
ら
限
度
額
の
適
用

区
分
が
確
認
書
に
併
記
さ
れ
て
い
る
た

め
、
限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新
は
あ

り
ま
せ
ん
。
現
在
、
認
定
証
や
限
度
額

区
分
が
併
記
さ
れ
た
資
格
確
認
書
を

☎
０
９
２･

６
５
１･

３
１
１
１

FAX
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１

■�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

㉄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

持
っ
て
い
る
人
に
は
、
区
分
を
併
記
し

た
資
格
確
認
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

新
た
に
限
度
額
区
分
の
併
記
を
希

望
す
る
人
は
、
窓
口
で
の
申
請
が
必

要
で
す
。

①資格情報のお知らせ

資格情報のお知らせ

発行年月日：　令和　７年　８月　１日
交　付　者：　久留米市
保険者番号：　４０００４４
有効期限　：　令和　８年　７月３１日

記　号　４　番　号　１２３４５６７８９　（枝番）０１
氏　名　久留米　太郎
負担割合　２割　　発効期日　令和７年８月１日

受診の際にはマイナ保険証があわせて必要です。

ジェネリ ック医薬品
を希望します。

福岡県　 国民健康保険　 資格確認書

有効期限　令和　 ８年　 ７月　 ３ １日

記　号　 ４　　 番号　 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９　　（枝番） ０ １

氏　名 久留米　 太郎

生　年　月　日　昭和２ ７年１ １月２ ７日

適用開始年月日　平成３ １年　 ４月  １日

交 付 年 月 日　令和　 ７年　 ８月　 １日

発　効　期　日　令和　 ７年　 ８月　 １日

世帯主　久留米　太郎

住　所　久留米市城南町１ ５番地３

保険者番号　 ４ ０ ０ ０ ４ ４ 交付者名　久留米市

性　別 男

一部負担金の割合

２ 割

見本

②資格確認書

問
健
康
保
険
課
（
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マイナ保険証を
持っている人はこちら

マイナ保険証を
持っていない人はこちら
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▼ミシン目に沿って折り目をつけてから切り離して大切に保管してください。
（うら面もご覧ください。）

この資格確認書は、
75歳の誕生日から令和8年7月31日まで
ご使用できます。

あなたの一部負担金割合は、資格確認書の
「負担割合」欄に記載しています。

新しい資格確認書をお送りします。
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６月２日、市役所に実施本部を設置。
円滑な調査のために準備を進めます

結果は何に使うの？

今年は国勢調査の年です

㉄国勢調査久留米市実施本部（総務課内、☎0942･30･9053、ＦＡＸ0942･30･9706）

５年に１回、日本国内に住む全ての人が対象となる国勢調査が
行われます。人口や世帯を把握するために行う統計調査。
さまざまな分野の基礎データとなる国勢調査に皆さんの協力を
お願いします。

その地域に、実際に
どんな人が住んでいる
のか、正確なデータが
必要なんだよ

シリーズ

調査の対象は？
国勢調査は、日本に住む全ての人と世帯が
対象です。親元を離れて一人暮らしをして
いる大学生や新生児、外国人も含まれます。
　調査の基準日は10月１日㈬。９月頃から
調査員が各世帯に調査に行きます。住民票
がある自治体ではなく、実際に住んでいる
自治体で回答してください。

調査の結果は、国や地方公共団体の行
政施策の基礎資料として利用されます。
　性別や年齢、勤務先や職種などの統
計データは、社会福祉や雇用、災害対策
などの施策に利用。民間企業にも公開
され、新しい店舗をつくるときのマーケ
ティングなどに活用されています。

宮
の
陣
駅
西
側
の

路
上
駐
輪
解
消
へ

宮
ノ
陣
西
駐
輪
場
の
供
用
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始

　

市
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を
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し
、安
全
に
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行
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き
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う
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。
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宮瀬公園
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西鉄甘木線

西
鉄
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道

　  

号
線

88
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新
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に
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し
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い
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駐
輪
場
の
様
子
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掲載しきれない情報は、「広報取材日記」で紹介！

たくさんのコイ、大きくなーれ
６月17日、石橋文化センターの「楽水の池」にニシキ
ゴイ約150匹が放流されました。コイは田主丸町の
丸筑魚苑から寄贈。松柏保育園の園児25人が池に放
流すると、朱色と白のコイは悠々と泳ぎ出しました。
　放流した寺口侑希ちゃん（５歳）は、両手を目いっぱ
い広げながら「これくらい大きくなってほしい。休み
の日に家族みんなでエサをあげにきたい」と笑顔で話
しました。

梅雨の晴れ間の下、放流する園児たち。間近で見るコイに
驚きながらも、バケツをしっかり持って放流できました

撮っておき News
ニュース

動物愛護センターが開所
5月25日、久留米百年公園に動物愛護センターが開
所しました。譲渡できる犬猫の「殺処分ゼロ」に向
け、保護した動物の命と健康を守り、より良い譲渡に
つなげる施設です。犬猫の収容スペースを拡充した
ほか、トリミング室や運動場、感染症を防ぐための隔
離室など健康に配慮した環境を整備。立地を生かし、
動物愛護や正しい飼い方に関する普及啓発につなげ
ていきます。　

テープカットで完成を祝う関係者。原口新五市長（中央）
は「譲渡につなげる施設にしたい」と述べました

水害に備えて土のう作り
５月２３日、城島中の生徒約２４0人が中学校のグラ
ウンドで土のうを作りました。市が地域と協働で防災
に取り組む「みんなで流域治水！」の一環で、久留米
南部建設業組合が主催。３２５袋を作りました。
　参加した下津浦鱗太郎さん（３年）は「袋のひもに
親指をかけながら結ぶところが難しかったです。被害
が最小限になるよう土のうを使ってほしい」と話しま
した。

父の日にはバラを贈ろう
6月２日、久留米花

か
卉
き

園芸農業協同組合が原口新五
市長にバラの花束とフラワーアレンジメントを贈りま
した。「父の日にバラを贈ろう」という取り組みの1
つ。贈られた「ベルベットリップ」は、高級感のある深
紅の花びらが特徴です。
　同組合の堤正昭代表理事組合長(当時。左から２
番目）は「花の力で久留米市を元気で発展するまち
にできたら」と話しました。

原口市長は「これからも丁寧に育てた花で１人でも多くの
人に感動を与えてほしい」と話しました

三潴消防署職員の説明を受けた後、生徒は２人１組で袋に
土を入れました。土のうは、希望する市民に配布されます
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金 土 日
4 5 6

11 12 13

18 19 20

25 26 27

8 ／1 2

20

13

27

無料観望会 月
城島ふれあいセンター　☎62-6226

戦後80年平和資料展 久留米空襲（9/7まで）　
六ツ門図書館　☎27-9281

夏のこども宇宙塾
城島ふれあいセンター　☎62-6226

田中慧のウォーターカラー 花の響宴展
（7/27まで）　山辺道文化館　☎47-3015

親子でリサイクル工作
えーるピア久留米　☎30-7900

秋まき野菜のための講習会
ふれあい農業公園　☎47-6065 夏の夏のとしょかんおはなし会 おはなおはなし会 おはなしばさらか

中央図書館　☎38-7116

ブックスタート
耳納市民センター ☎38-7116

らっこくらぶ　各地域子育て
支援センター　☎43-5200

ブックスタート
三潴図書館　☎64-6010
小学生絵画教室
児童センター　☎35-3809
うんどうあそび
児童センター　☎35-3809
地域関係者向け研修会 小児
慢性特定疾病
オンライン ☎092-643-8292

にこにこリズム
くるるん　☎34-5571

誕生会
児童センター　☎35-3809

夏休みキッズチャレンジ
（8/31まで）六ツ門図書館

☎39-5620

絵本を楽しむ
児童センター　☎35-3809

たなばた会
児童センター　☎35-3809

詳細は
検索久留米市公式ホームページ

イベントをお知らせします。久留米広域連携中枢都
市圏や筑後川流域クロスロード協議会を構成する市
町のイベントも掲載

広報紙発行日

イベント情報
LINE配信日

ブックトークをクをきいてみいてみよう
中央図書館　☎38-718-7116

親子親子ふれあいガーあいガーデニング
児童センター　☎3ター　☎35-3809809

工作ランド 七夕かざりをつくろう
児童センター　☎35-3809

人権映画上映会「アナウンサーたちの戦争」ちの戦争」
大刀洗町・大刀洗ドリームセンター ☎77-226677-2266

ラジオ体操３か月チャレンジ（10/17まで）（10/17まで）
自宅など　☎30-9331

ファミサポ20周年記念イベント　ファミリー・
サポート・センターくるめ　☎37-8888
おもちゃ病院
石橋記念くるめっ子館　☎35-8411

リサイクル宝の市（７/20まで）
宮ノ陣クリーンセンター　☎30-9143

演劇「恋はみずいろ」
シティプラザ　☎36-3000

同和問題講演会「あらためて部落問題・解放
を考える」　シティプラザ　☎30-7500

土曜夜市（７/２６までの土曜）
ほとめき通り商店街　☎37-7111

子ども向け平和イベント ピースフル久商
中央図書館　☎38-7116

手歌の体験と「第九のきせき」説明会
シティプラザ　☎36-3000

舞台「華岡青洲の妻」（7/27まで）
シティプラザ　☎050-3539-8330

古楽シリ古楽シリーズ バロックの底力　日本福音ルー
テル久留米教テル久留米教会　☎070-8960-0234

ブックスタート　みんくる　☎39-5620

サンデーリサイーリサイクル
宮ノ陣クリーンセンター　☎30-9143

うたとピアノとパーカッションによる0歳から
のキッズコンサート
石橋文化センター　☎33-2271

オストオストメイト研修会
えーるえーるピア久留米　☎0☎090-5281-1974

暑い夏は 　　　　   で遊ぼう
くるめくるめ市民流水プールが今年もオープンします。

プールプール
■ 日時 7月19日㈯～8月24日㈰、8月30日㈯、31日㈰。10時～18時。入
場は17時まで　■ 料金 高校生以上800円。小･中学生410円。4歳以上
310円。3歳以下無料
問鳥類センター（☎33・2895、FAX33・2896）

7月19日7月19日(土(土)と20日(日)は、)と20日(日)は、
小学生以下の先着150人に小学生以下の先着150人に
お菓子のプレゼントがあるよ！お菓子のプレゼントがあるよ！
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月 火 水 木
1 2 3

7 8 9 10

14 15 16 17

21 海の日 22 23 24

28 29 30 31

7

ゆかたの着付け
えーるピア久留米 ☎30-7900

夏休み裁判所子ども見学会
福岡地方裁判所久留米支部
☎32-5387

高良山歴史ウォーク 古代 神
功皇后　 ☎080-5607-0416

センターであそぼう
児童センター　☎35-3809

こども子育てサポートセンター
出張相談 くるるん ☎34-5571

サロン学習会 幼児の食育
児童センター　☎35-3809

ブックスタート
城島図書館　☎62-1777

ブックスタート
中央図書館　☎38-7116

ブックスタート 田主丸図書館
仮出張所　☎0943-73-4031

こっこちゃんおはなし会
中央図書館　☎38-7116
おねがい会員登録会
ファミリー・サポート・センターく
るめ　☎37-8888

ライブラリーシネマ「黄金の
アデーレ 名画の帰還」
中央図書館　☎38-7116

ブックスタート
中央図書館　☎38-7116

ブックスタート
北野図書館　☎23-1151

ブックスタート
筑邦市民センター ☎38-7116

社会を明るくする運動講演会
久留米アリーナ　☎35-6623
リズムピッピ　筑邦市民セン
ター　☎0943-72-4550

魚のプロとわくわく親子クッ
キング　城島ふれあいセンター
☎６２-６２２６

カラーボールであそぼう
児童センター　☎35-3809

小学生造形教室 オリジナル
時計 児童センター ☎35-3809

みんなであそぼう
児童センター　☎35-3809

ふれあいベビーマッサージ
くるるん　☎34-5571

ベビーとゆっくりヨガ
児童センター　☎35-3809

赤ちゃんサロン
児童センター　☎35-3809

助産師相談
くるるん　☎34-5571

小学生造形教室 やきもの
児童センター　☎35-3809

親子で音楽あそび
くるるん　☎34-5571

おはなし会
くるるん　☎34-5571

おおきくなったかな 保健師
児童センター　☎35-3809

ベビーマッサージ
ゆうゆう　☎65-1200

小児科医と話そう 熱中症
くるるん　☎34-5571

手形・足形アート
児童センター　☎35-3809

ふれあいベビーマッサージ
くるるん　☎34-5571

赤ちゃんサロン
児童センター　☎35-3809

お誕生会
くるるん　☎34-5571

おおきくなったかな
児童センター　☎35-3809

みんなであそぼう
児童センター　☎35-3809

二次加害を起こさないため
のセクハラ防止講座
えーるピア久留米 ☎30-7800

広報紙発行日

こぐまちゃんおはなし会
中央図書館　☎38-7116

吉井祇園祭（7/22まで）
うきは市・素盞鳴神社
☎0943-76-3980

イベント情報
LINE配信日

シティプラザ休館 シティプラザ休館

７月イベントカレンダー

七夕の里おごおり 七夕月間
（7/31まで）小郡市・小郡市役

所など　☎73-9103

★

★ ★
★

★
★

★
★★

★

★

ウエスタン・リーグ公式戦
久留米＆大牟田DAYS

タマホームスタジアム筑後　☎092-844-1189

く
る
っ
ぱ
も行

く
よ
～

15日の久留米DAYには、
ふるさと大使の松隈ケンタさん
が始球式に登場！

15 2025.7　広報 久留米



ちょいと行ってみらんね

第３２回　平和を語る夕べ

劇団「諸平屋」による平和劇や合唱団「マンマミヤ」の歌と朗読、バン
ド「未来座」のコンサート、高校生平和大使によるメッセージなどが披
露されます。平和作品展やピースメッセージの展示もあります

■ 日時　　８月２日㈯14時～16時
■ 会場　　石橋文化ホール
■ 入場料　無料
問平和を語る夕べ実行委員会の佐々木さん

（☎0942･33･1476、FAX0942･33･1479）

パネル展示や朗読で、被爆した広島の
様子や家族を失った悲しみを伝えます

７ ８日月 ㈫

２日㈯月

戦時下の様子や平和の尊さを伝える劇

8

核兵器のない世界のための
原爆展２０２５

原爆写真パネルや、広島の高校生が被爆者の声を基に描いた原爆の
絵を展示します。平和や原爆の詩の朗読もあります

■ 日時　　７月８日㈫から13日㈰までの10時～18時
　　　　（8日は12時～18時、13日は10時～16時）
　　　　【平和や原爆の詩の朗読】12日㈯14時～15時
■ 会場　　一番街多目的ギャラリー
■ 入場料　無料
問原水爆禁止久留米市協議会の山田さん

（☎FAX0942･26･7253）

13日
～

子ども太鼓フェスティバル

市内外から12団体が出演します

８月の水の祭典を盛り上げるプレイベントが開催されます。伝統芸能
を継承しようと練習に励む子どもたちが、日頃の活動の成果を披露。
会場を揺るがす圧巻の太鼓パフォーマンスです

■ 日時　　7月20日㈰　11時～15時
■ 会場　　久留米シティプラザ　ザ･グランドホール
■ 入場料　無料
問�くるめ水の祭典振興会事務局

（久留米観光コンベンション国際交流協会内、
☎0942・31･1717、FAX0942・31・3210）

7 20日月 ㈰

㈰
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7月20日

内
科

★はるた医院 南 22-8100
みい駅前まわたり内科 御井町 41-8881
秋吉内科 六ツ門町 32-5645
新古賀リハビリテーション病院みらい 小郡市 73-0011
富田病院 城島町 62-3121
安本病院 三潴町 64-2032
原鶴温泉病院 うきは市 0943-75-3135

外
科

岡田脳神経外科医院 太郎原町 45-0220
福田病院 大川市 0944-87-5757
高木病院 大川市 0944-87-0001
原鶴温泉病院 うきは市 0943-75-3135

小児 さかた小児科クリニック 御井旗崎 27-8841
眼大善寺なかしま眼科医院 大善寺町 26-0003
耳宮城耳鼻咽喉科クリニック 筑後市 52-8733
歯もりもと歯科医院 新合川 45-2313
産★渡辺レディースクリニック 国分町 21-1103

全日曜、祝日
外科 聖マリア病院 津福本町 35-3322
外科 新古賀病院 天神町 38-2222

内科・外科 嶋田病院 小郡市 72-2236

7月27日

内
科

さとうメディカルクリニック 東合川 48-0881
やまもとハートクリニック 梅満町 48-5560
上津中央クリニック 藤山町 21-8022
富田病院 城島町 62-3121
萬年内科 城島町 62-4161
おおかわメンタルクリニック 大川市 0944-88-1275
田主丸中央病院 田主丸町 0943-72-2460

外
科

森山整形外科院 長門石 30-1625
神代病院 北野町 78-3177
福田病院 大川市 0944-87-5757
田主丸中央病院 田主丸町 0943-72-2460

小児 いむた小児科 諏訪野町 30-7611
眼冨田眼科医院 八女市 0943-23-3455
耳大渕耳鼻咽喉科クリニック 八女市 0943-23-2811
歯中村歯科医院 荒木町 27-2248
産★みやじまクリニック 大善寺町 51-3188

7月21日㈷

内
科

井上内科医院 大善寺南 51-3380
迎甲状腺クリニック 旭町 50-5025
行徳診療所 日吉町 32-5175
安本病院 三潴町 64-2032
上田内科胃腸科医院 うきは市 0943-77-3588

外
科

★淡河医院 安武町 27-2504
高木病院 大川市 0944-87-0001
鳥越胃腸科外科医院 うきは市 0943-75-4185

小児 かとう小児科 大善寺町 27-2220
眼広瀬眼科医院 小郡市 72-2721
耳かみむら耳鼻咽喉科 大牟田市 0944-52-4426
歯倉田歯科医院 東町 39-1233
産★宮原クリニック 国分町 22-3011

7
月
6
日
、13
日
の
在
宅
医
は
、18
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

8月3日

内
科

よしかいクリニック 花畑 39-4114
天寿堂医院 御井町 45-3000
松尾内科医院 国分町 22-0148
安本病院 三潴町 64-2032
くまのみどうクリニック 大川市 0944-86-2863
菊池医院 うきは市 0943-75-2711

外
科

山下脳神経外科医院 諏訪野町 21-9626
神代病院 北野町 78-3177
矢野医院 三潴町 65-1235
高木病院 大川市 0944-87-0001
安元整形外科 うきは市 0943-73-7311

小児 長井小児科医院 天神町 32-2082
眼池田眼科クリニック 上津 22-8321
耳井之口耳鼻咽喉科医院 荘島町 34-3387
歯むねしげ歯科医院 善導寺町 23-5755
産★まえだ婦人科クリニック 諏訪野町 36-6200

※�診療時間や災害時の開閉は各医療機関に問い合わせてくだ
さい

※�医療機関が変わる場合があります。変更は市ホームページ
「日曜在宅医」で確認してください

★の印のついた医療機関では、市の各種健診やがん検診な
どが受診できます。受診できる検診項目は各病院へ直接問い
合わせてください

救急車を呼ぶか、病院に行くか迷ったとき
24時間受け付け救急電話相談・医療機関案内
■ プッシュ回線  #7119　　■ ☎092･471･0099

子どもの急な病気やケガで心配なとき
小児救急医療電話相談
受診するか迷ったら、看護師や小児科医師が助言します。
■ 平日19時～7時、土曜は12時から

 日曜・祝日は24時間受け付け
■ プッシュ回線・携帯電話  #8000　■ ☎092･731･4119

久留米広域小児救急センター
夜間の子どもの急病に対応しています。
■ 毎日19時～23時。22時30分受付終了
■ 聖マリア病院 地域医療支援棟 1階

日曜在宅医
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7月6日

内
科

竹田津医院 国分町 21-3720
すみたクリニック 安武町 51-3333
★田中循環器科内科医院 京町 35-7378
安本病院 三潴町 64-2032
津留医院 大木町 0944-33-2588
坂本内科医院 うきは市 0943-75-2393

外
科

おかだ整形外科スポーツ・リハビリ
クリニック 諏訪野町 36-7755
神代病院 北野町 78-3177
高木病院 大川市 0944-87-0001
宮﨑整形外科 田主丸町 0943-72-1000

小
児

河野小児科 国分町 21-3219
まつゆき小児科医院 北野町 78-3105

眼小川眼科医院 北野町 41-3701
木下総合歯科眼科 大川市 0944-85-0600

耳しろうず耳鼻咽喉科クリニック 諏訪野町 36-3387
歯久留米中央公園歯科THEPARK 合川町 33-8000
産聖マリア病院 津福本町 35-3322

広報を担当して３年目。水の祭典の取材も３回目で
す。毎年、滝のように流れる汗とともに、会場内を走
り回って写真撮影。去年は、水分を３リットル以上取
りましたが翌日にダウンしてしまいました。夜のそ
ろばん踊りでも気温が下がらず、参加者の熱気も相
まって、ものすごい暑さでした。今年はバテないよう
に、今のうちから体力作りに励みます。（陽）

●編集後記

情
報
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
は
、２３
ペ
ー
ジ
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ら
始
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り
ま
す

7月13日

内
科

薬師寺内科医院 国分町 21-2683
★おだ内科医院 西町 32-4986
亀尾医院 宮ノ陣町 34-0226
富田病院 城島町 62-3121
一ノ瀬医院 大川市 0944-88-1830
田主丸中央病院 田主丸町 0943-72-2460

外
科

★古賀整形外科医院 諏訪野町 32-2925
福田病院 大川市 0944-87-5757
田主丸中央病院 田主丸町 0943-72-2460

小
児

善導寺こどもクリニック 善導寺町 47-0818
山下こどもクリニック 小郡市 41-7400
えさき小児科・内科医院 大木町 0944-32-1125

眼長崎眼科クリニック 八女市 0943-22-6123
耳立石耳鼻咽喉科医院 柳川市 0944-72-3469
歯小柳歯科医院 南 22-8818
産久留米総合病院 櫛原町 33-1211

7
月
20
日
～
8
月
3
日
の
在
宅
医
は
、17
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

適正受診に協力を
休日受診は、患者が集中するため待ち時間が長くなり、受診料
も割増料金がかかります。
なるべく平日の診療時間内に受診するように心掛けましょう。

休日当番薬局は久留米三井薬剤師会ホームページへ

全日曜、祝日
外科 聖マリア病院 津福本町 35-3322
外科 新古賀病院 天神町 38-2222

内科・外科 嶋田病院 小郡市 72-2236

消費生活無料法律相談
■ 内容 悪質商法などの悩みに弁護士が対応　

■ 日時 8月6日㈬、20日㈬。各13時～15時30分　
■ 会場 えーるピア久留米　■ 対象 市内に住んでいる
人　■ 申込方法 申込先に連絡
申）消費生活センター 

☎30･7700、℻30･7715

無料育児相談
■ 内容 絵本の読み聞かせ、育児相談　■ 日

時 7月24日㈭10時～11時30分　■ 会場 ゆうゆう　
■ 対象 乳幼児と保護者　■ 申し込み 不要
問）ゆうゆう　☎65･1200、℻65･1219

成年後見などの無料相談会
■ 内容 成年後見や相続などの悩みに行政書

士が対応　■ 日時 7月16日㈬、8月20日㈬、9月17
日㈬。各13時～16時　■ 会場 みんくる　■ 申込方
法 申込先に連絡
申）コスモス成年後見サポートセンター福岡県支部
の田端さん　☎070･2401･5131、℻55･6255

司法書士による相続・遺言相談会
■ 内容 遺言書の作成、不動産の名義変更、借

金などの悩みに対応　■ 日時 8月2日㈯10時～16時　
■ 会場 久留米商工会館　■ 料金 無料　■ 定員 32
組・先着順　■ 申込期間 7月10日㈭10時～31日㈭
申）県司法書士会事務局

☎092･722･4131、℻092･714･4234

日曜在宅医
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　パブリックコメントとは、久留米市の基本的
な政策や条例、計画などを作る過程で、趣旨や
内容を広く市民の皆さんに公表し、意見を求
め、それらを考慮して案の作成を進めていく制
度です。
　今回、次の案件について意見を募集します。
各案は募集期間中に問い合わせ先、本庁舎地
下1階行政資料コーナー、各総合支所地域振興
課、各市民センター、えーるピア久留米、中央
図書館、市ホームページなどで見ることがで
きます。

盛土規制法に基づく規制区域（案）
「宅地造成及び特定盛土等規制法（通

称：盛土規制法）」を来年４月の運用開始に向け
て、市全域に新たに指定する規制区域（案）
■ 募集期間 7月7日㈪～8月6日㈬（必着）
■ 提出方法 住所、氏名（団体は団体名と代表者
名）、連絡先、意見を書いて持参、郵送、ファク
ス、電子申請
申）都市計画課　〒830･8520住所記入不要、

☎30･9343、℻30･9714

提出書類などは返却しません。個人情報は、個人情報の保護に関する法律に
基づき適正に管理します。なお、意見を出した人への個別の回答はしません。

パブリックコメント ◆ 市の計画に意見を

19日㈮。各10時30分～15時30分　■ 会場 みんく
る　■ 申込方法 申込先に連絡
申）成年後見安心サポートネット久留米

☎℻27･6122

来年度に向けた就学相談会
■ 内容 特別支援学校や特別支援学級、通級

による指導など、学びの場の選択に専門家が対応　
■ 日時 9月9日㈫、16日㈫、10月7日㈫、21日㈫、
28日㈫、11月4日㈫。各13時～16時30分　■ 会
場 教育センター　■ 対象 来年度小学校に入学する
子どもと保護者　■ 料金 無料　■ 申込締切 7月31
日㈭　■ 申込方法 電子申請
申）学校教育課　☎30･9217、℻30･9719

身体障害のある人のための
無料相談

■ 内容 身体障害者手帳の取得や、障害の悩みに身
体障害者相談員が対応　■ 日時 7月9日㈬、16日
㈬、8月6日㈬。各13時～16時　■ 会場 市総合福
祉会館　■ 対象 身体障害のある人と家族　■ 申し
込み 不要
問）障害者福祉課　☎30･9035、℻30･9752、

ﾒｰﾙ fukushi@city.kurume.lg.jp

高齢者・障がいのある人向け
無料相談会

■ 内容 成年後見制度、相続遺言の悩みに公証人
OB、行政書士などが対応　■ 日時 7月25日㈮、9月

情報ほっとライン
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　大雨で家屋が浸水した時に、感染症を予防す
るためには、浸水した家屋の清掃と乾燥が重要
です。市は清掃や床下の水抜き用に、排水ポン
プを貸し出します。国の、床下の消毒は原則不
要との見解に基づき、床下消毒は行いません。
問）環境保全課　☎30･9043、℻30･9715

大雨などでの住宅浸水時に
排水ポンプを貸し出し

10時～12時。5回　■ 定員 18人・抽選　■ 申込期
間 7月15日㈫～8月5日㈫
　いずれも会場はえーるピア久留米。対象は60歳
以上。料金は2,000円。申込方法は電話、ファクス、
メール、窓口、ホームページ。
申）同センター　☎30･7900、℻30･7911、

ﾒｰﾙ elpia@piif.k-ikigaikenko.jp

障害者ふれあいスポーツ
ボッチャ大会

■ 内容 3人1組で競技　■ 日時 8月17日㈰10時～13
時　■ 会場 市総合福祉会館　■ 対象 市内に住んで
いる障害のある人と家族　■ 料金 無料　■ 定員 60
人・先着順　■ 申込開始 7月8日㈫10時
申）市身体障害者福祉協会
☎39･2666、℻38･9290

相談

外国人のための無料相談会
■ 内容 在留資格、労働問題の悩みなどに行

政書士や弁護士、社会保険労務士が対応。多言
語サービスあり　■ 日時 7月19日㈯13時～16時　
■ 会場 みんくる　■ 申込締切 7月18日㈮
申）広聴・相談課　☎30･9096、℻30･9711

女性のための相談
【総合・性暴力相談】■ 内容 DV、夫婦問題、

性被害、労働、職場での悩みなどに電話、面接で女
性相談員が対応　■ 日時 月～水・金・土曜10時～
18時。木曜17時～20時。日曜10時～17時。面接
相談は申し込みが必要

【無料弁護士相談】■ 内容 夫婦問題などの悩みに面
接で女性弁護士が対応　■ 日時 8月14日㈭、28日
㈭、各14時～15時30分。8月21日㈭17時30分～
19時　■ 申込締切 希望日の前日
　いずれも会場はえーるピア久留米。託児の申込
締切は相談日の5日前。
申）男女平等推進センター

☎30･7802、℻30･7811

無料調停手続相談会
■ 内容 離婚、遺産相続、金銭貸借などの調

停手続きの悩みに対応　■ 日時 7月27日㈰10時～
15時。受け付けは14時30分まで　■ 会場 えーる
ピア久留米　■ 申し込み 不要
問）久留米調停協会　☎℻38･8300
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◉市民センター

◉総合支所◉本庁舎6階
田主丸 北野 城島 三潴

★一般相談
10:00〜16:00 21日㈭ 7日㈭ 28日㈭ 14日㈭

★弁護士相談
13:30〜15:30 1日㈮ 18日㈪ 14日㈭ 26日㈫

行政相談
13:00〜16:00 8日㈮

人権相談
13:00〜16:00 ― 15日㈮ 15日㈮ ―

一般・市政相談 8:30～17:15 平日

★弁護士相談 13:00～16:00
6日㈬ 

13日㈬ 
27日㈬

★公証業務相談 13:00～15:00 20日㈬

★司法書士相談 13:00～16:00 21日㈭

★建築相談 13:00～16:00 7日㈭

★税理士相談 13:00～16:00 4日㈪

★交通事故相談 10:00～15:00 12日㈫ 
26日㈫

★出入国管理局相談 13:00～15:00 7日㈭

不動産相談 13:00～16:00 18日㈪ 
25日㈪

行政相談 13:00～16:00 8日㈮

人権相談 13:00〜16:00 15日㈮

行政書士相談 10:00～15:00 5日㈫

社会保険労務士相談 10:00～15:00 1日㈮

土地家屋調査士相談 13:00～16:00 28日㈭

マンション管理士相談 13:00～16:00 22日㈮

★印の付いた相談は申し込みが必要。先着順で、申込開始は7
月8日㈫8時30分。相談日を指定できる、無料のチケット弁護士
相談も行っています
申）広聴・相談課　☎30･9017、℻30･9711

耳納 筑邦 上津 千歳 高牟礼
★一般相談
10:00〜16:00 12日㈫ 19日㈫ 29日㈮ 26日㈫ 5日㈫

★弁護士相談
14:00〜16:00 ― ― 20日㈬ ― ―

行政相談
13:00〜16:00 8日㈮ ― ― ― ―

人権相談
13:00〜16:00 15日㈮ ― ― ― ―

8月分 市民相談のご案内

市総合福祉会館の教室
【健康寿命をのばす貯筋運動】■ 内容 リズミ

カルな運動で下半身の筋肉を鍛える　■ 日時 8月5
日から10月21日までの第1･3火曜13時30分～15
時　■ 定員 25人・抽選

【ピンピンコロリ講 座 】■ 内容 講演と終活ノート　
■日時 8月22日㈮、29日㈮13時30分～15時　■ 定
員 30人・抽選
　いずれも対象は市内に住んでいて、障害のある
人、60歳以上の人、ひとり親家庭の人。料金は無

料。申込期間は7月8日㈫から22日㈫まで。
申）同会館　☎38･9288、℻38･9289

生涯学習センターの講座
【エクセル入門講座】■ 内容 基礎からグラフ

作成まで　■ 日時 8月7日から9月11日までの木曜
10時～12時。5回　■ 対象 文字入力ができる人　
■ 定員 17人・抽選　■ 申込締切 7月20日㈰

【簡単なスマホ講座】■ 内容 基本操作、便利な使い
方など　■ 日時 8月20日から9月24日までの水曜

情報ほっとライン
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　石橋正二郎記念館は開館10周年に向
けたリニューアル工事のため、8月1日㈮から
来年2月13日㈮まで休館します。石橋財団か
らの支援を受け、より魅力的な展示室へと変わ
ります。
問）文化振興課　☎36･3020、℻36･3087

石橋正二郎記念館の休館

上津クリーンセンター
可燃性粗大ごみの受け入れ停止

　7月21日㈷から31日㈭まで、可燃性粗大ごみ破
砕機の補修工事を行います。この期間、木製のたん
すや机などは、宮ノ陣クリーンセンターに持ち込ん
でください。
問）上津クリーンセンター

☎21･8201、℻21･0302

もよおし

パソコン入門講座
■ 内容 電源の入れ方から始まる基本操作を

学ぶ　■ 日時 8月23日㈯10時～16時　■ 会場 えー
るピア久留米　■ 対象 ひとり親家庭の親、離婚を考
えている人　■ 料金 無料　■ 定員 10人・抽選　■ 申
込締切 8月5日㈫　■ 申込方法 ファクス、ホームペー
ジ。無料託児あり
申）久留米ひとり親サポートセンター　

☎32･1140、℻38･1237

ものわすれ予防検診
■ 内容 久留米大学高次脳疾患研究所の医

師などが認知機能検査を行い、生活習慣を指導。
所要時間は約3時間　■ 日時 8月8日㈮12時30
分～、14時30分～　■ 会場 久留米大学地域連携
センターつながるめ　 ■ 対象 市内に住んでいる
65歳以上で、認知症の診断を受けたことがない人　
■ 料金 無料　■ 定員 20人・抽選　■ 申込締切 7月
17日㈭
申）長寿支援課　☎30･9207、℻36･6845

ものわすれ座談会
■ 内容 情報を共有し不安や悩みを解消する　

■ 日時 8月20日㈬18時30分～20時30分　■ 会
場 本庁舎3階会議室　■ 対象 市内に住んでいても
のわすれで悩んでいる人、家族　■ 料金 無料　■ 定
員 5組・抽選　■ 申込締切 7月25日㈮
申）長寿支援課　〒830･8520住所記入不要、

☎30･9207、℻36･6845

認知機能検査とトレーニング
■ 内容 VR機器を使った認知機能検査と、認

知症や軽度認知障害の講話　■ 対象 市内に住んで
いる65歳以上の人　■ 料金 無料　■ 定員 各50人、総
合福祉会館は20人・抽選　■ 申込締切 7月18日㈮

【久留米大学地域連携センターつながるめ】■ 日時 8
月1日㈮14時～16時

【ふれあい農業公園】■ 日時 8月7日㈭14時～16時
【市総合福祉会館】■ 日時 8月27日㈬10時～12時
【田主丸保健センター】■ 日時 8月28日㈭14時～
16時

【久留米アリーナ】■ 日時 8月29日㈮10時～12時
申）長寿支援課　〒830･8520住所記入不要、

☎30･9207、℻36･6845
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今月の納付（7月分）
口座・納付書
固定資産税 2期

納期限
7月31日㈭

都市計画税 2期

国民健康保険料 2期

介護保険料 2期

後期高齢者医療保険料 1期

納付は便利で安心な口座振替で

市の人口 令和7年6月1日現在
前月比 前年同月比

人口 　299,781　人 ー132 ー987

男 　142,475　人 ー56 ー373

女 　157,306　人 ー76 ー614

�� 世帯数 　144,455 世帯 +70 +1,683

【申込締切】7月22日㈫（必着）
【申込方法】答え、住所、氏名、年
齢、電話番号、紙面への要望や
意見をはがき、メール、電子申請
で連絡。複数の応募は不可。な
お、当選者の発表は発送をもっ
て代えさせていただきます
申）広報戦略課　〒830･8520
住所記入不要、ﾒｰﾙ kouhou@
city.kurume.lg.jp

12ページに関連の記事があります

広報クイズ

6月号の答え → ４.4

今年は５年に１回の国勢調査が
行われます。日本に住む全ての
人と世帯が対象の調査の基準日
はいつでしょう。○に数字を入
れてください

○○月○日

正解者の中から抽選で5人に図書カードを差し上げます

毎日暑いっぱ！
水分とった？ エアコンつけてる？

熱中症には要注意ばい

広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません
広告の掲載希望は、株式会社ジチタイアド（☎092･716･1401、℻092･716･1467）へ

お知らせ

後期高齢者医療保険料の
通知書を発送

　今年度の後期高齢者医療保険料額決定通知書
を、7月14日㈪から順次発送します。後期高齢者医
療制度は、75歳以上の人や65歳以上で一定の障害
のある人が加入する医療保険です。
　保険料の納付は年金からの天引きが原則ですが、
後期高齢者医療制度に加入してから年金天引きの
準備ができるまでは、納付書か口座振替で納めてく
ださい。口座振替には申請が必要です。
問）健康保険課　☎30･9030、℻30･9751

コンビニ交付サービスの停止
　7月16日㈬は、コンビニで住民票、印鑑証

明書、所得証明書の交付はできません。
問）市民課　☎30･9747、℻30･9758

情報ほっとライン
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☎：電話  ℻：ファクス  ﾒｰﾙ：メールアドレス
問：問い合わせ先  申：申込先および問い合わせ先

市外局番を記載していない電話番号は
「0942」を省略しています

広
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▲ 児童の泳力向上を目指し ―― 水泳授業民間プール活用事業

水泳の授業をスイミングスクールで
令和７年度から小学校６校で民間プールでの水泳授業を始めま
した。学校とスクールの送迎はバスで行い、複数のインストラク
ターが子どもたちを指導。より専門的な指導で児童の泳力向上
を目指します。今後、徐々に実施校を増やす予定です。

くわしくは
こちら問学校教育課（☎0942･30･9217、FAX0942･30･9719）

熱中症や事故のリスクも軽減
授業は屋内プールで行われます。屋外と比べ、熱中症や熱く
なったプールサイドでのやけどなどのリスクが軽減。天候に左
右されずに、円滑な水泳の授業が進められます。

久留米市が進めている施策や事業を紹介します

市の情報を
デジタルで

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの商標登録です

ラインホームページ ユーチューブ

電子ブック
ちいき本棚

くるめ
ぱれっと

くるっぱ
公式X

くるめのトリクミ

少人数のグループで教えて
もらえて、たくさん泳げた。
去年より上手になった

屋内プールは泳
ぎやすくて、水泳
が好きになった

民
間
プ
ー
ル
で
水
泳

授
業
を
受
け
る
上
津

小
学
校
の
児
童
た
ち

《見上げれば埴
は に わ

輪？》

【9７】

浦山公園駐車場の街灯に、埴輪を模し
たオブジェが11個あります。巫

み こ
女の形

と馬の形の２種類。５世紀後半に築造
された「浦山古墳」（国指定史跡）にち
なみ、古墳を知ってもらおうと設置さ
れました。近くに「浦山公園古墳館」
もあり、古墳内部の様子や出土品など
が紹介されています

埴輪が見られる駐車場は「二軒
茶屋交差点」近くにあります

馬のオブジェ
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